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６月２

谷川俊太

宰を語る

お二人

にとらわ

っと多く

満席の

ひと時を

図書館だ

１日（土

太郎さんと

る」と題す

人は、生誕

われている

の人に知

の聴衆は、

を過ごしま

だより 

土）、アル

と八木忠栄

するパネル

誕７０年を

るが、心は

知られたら

作者自身

ました。 

ルカディア

栄さん(見

ルトークを

を向かえる

はとらわれ

らいい。」

身による詩

ア小ホール

附市田井

を開催しま

る見附市出

れてはいな

」と語られ

詩の朗読や

平成 2６年

編集発行

指定管理者

 

ルにて、

井町出身)を

ました。

出身の詩人

ない。この

れました。

や質疑、サ

年 7 月１8 日

見附市図書

者 ＮＰＯ法

日本を代

をお招きし

人・矢沢

の明るい

。 

サイン会

日発行  

書館（TEL ６２

法人見附地域

代表する詩

し、「詩

沢宰を「体

い前向きな

会も交え、

２－３７５９）

域情報研究会

詩人・ 

と矢沢 

体は病気

な詩はも

楽しい

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ろ
う
。
良
い
時
間
を
持
て
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。 

で
も
、
な
ん
で
も
な
い
こ
と
を
み
つ
け
る
に
は
、
ち
ゅ
う
い
ぶ
か
い
こ
こ
ろ
が
、

い
る
」（
『
詩
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』
谷
川
俊
太
郎
著 

筑
摩
書
房
）
き
っ
と
「
ち
ゅ

う
い
ぶ
か
い
こ
こ
ろ
」
を
持
ち
続
け
て
い
る
か
ら
、
あ
の
瞳
の
輝
き
が
あ
る
の
だ

さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
僕
は
今
年
の
見
附
市
文
芸
祭
に

は
、
も
う
少
し
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
伸
び
や
か
な
詩
を
書
い
て
応
募
し
た
い
と

思
う
。 

た
。
き
ら
き
ら
し
た
瞳
の
輝
き
や
、
質
問
に
対
す
る
的
確
で
真
摯
な
返
答
ぶ
り
に

は
、
本
当
に
感
服
し
て
し
ま
う
。 

「
な
ん
で
も
な
い
こ
と
も
、
お
も
し
ろ
い
。
な
ん
で
も
な
い
こ
と
も
、
詩
に
な
る
。

の
気
持
ち
を
詩
に
昇
華
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
僕
の
詩
は
強
張
り
、
奥
行

き
を
持
た
ず
、
あ
の
独
特
の
共
感
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

谷
川
さ
ん
は
詩
は
絶
対
に
誰
に
も
書
け
る
。
書
け
な
い
の
は
詩
の
観
念
に
邪
魔

通
す
る
人
生
が
あ
る
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。
谷
川
氏
の
指
摘
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
詩
を
再
読
し
た
い
と
強
く
感
じ
た
。 

ト
ー
ク
の
終
盤
、
谷
川
氏
の
幅
広
い
お
仕
事
の
話
や
朗
読
な
ど
も
披
露
さ
れ

け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
悩
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
分
を
励
ま
す
希
望
と
も
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。 

僕
は
八
木
忠
栄
さ
ん
の
詩
の
講
座
で
詩
を
書
い
た
時
、
矢
沢
宰
の
よ
う
に
自
身

病
と
闘
い
死
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
命
を
燃
焼
さ
せ
た
矢
沢
が
生
み
出
し
た

詩
。
一
方
、
谷
川
氏
の
生
み
出
す
、
ど
こ
か
「
自
分
」
を
突
き
抜
け
て
宇
宙
の
彼

方
か
ら
物
事
を
澄
ん
だ
眼
で
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
詩
。
両
者
の
詩
の
底
辺
に
共

い
話
題
が
多
い
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
詩
は
前
向
き
で
明
る
く
、
強
い
。
こ
の

点
に
二
人
が
注
目
し
て
い
た
。 

そ
し
て
詩
に
よ
く
登
場
す
る
「
神
様
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
死
を
覚
悟
し
な

介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
「
病
に
体
は
と
ら
わ
れ
て
い
て
も
精
神
は
病
ん
で

い
な
か
っ
た
。
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
を
詩
と
い
う
形
に
表
現
で
き
た
の
は
彼

の
才
覚
」
と
述
べ
ら
れ
、
目
を
開
か
せ
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。 

大
変
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
方
で

１００
才
の
詩
人
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
や
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の

初
音
ミ
ク
の
事
ま
で
話
題
に
出
す
な
ど
、
そ
の
視
野
の
広
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

「
矢
沢
宰
」
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
病
気
や
恋
愛
に
苦
悩
す
る
日
記
は
辛
く
暗

谷
川
氏
は
、
矢
沢
の
詩
の
発
想
の
仕
方
に
「
親
近
感
を
覚
え
る
」
ま
た
病
床
に

い
た
矢
沢
の
孤
独
感
に
「
自
分
と
共
通
す
る
感
じ
が
す
る
」
と
し
て
、
彼
の
「
一

本
の
す
じ
雲
」
と
氏
の
「
飛
行
機
雲
」、「
早
春
」
と
「
春
に
」
な
ど
を
比
較
、
紹

っ
く
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
単
純
に
言
葉
だ
け
で
書
き
表
せ
な
い
奥
行
き

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。 

自
ら
作
詞
し
た
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
テ
ー
マ
曲
と
共
に
登
場
し
た
谷
川
さ
ん
は

鉄
腕
ア
ト
ム
（
谷
川
氏
の
作
詞
）
の
テ
ー
マ
曲
に
の
っ
て
登
壇
さ
れ
た
お
二
人
は
、

終
始
和
や
か
で
軽
妙
洒
脱
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ト
ー
ク
を
展
開
さ
れ
、
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

中
心
に
、
２０
代
後
半
の
若
い
女
性
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。 

僕
は
学
生
時
代
に
性
を
大
胆
に
且
つ
繊
細
に
表
現
し
た
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の

「
ポ
ル
ノ
バ
ッ
ハ
」
を
読
ん
で
、
教
科
書
で
習
っ
た
詩
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
ひ

佐
藤 

真
由
美 

 

郷
土
の
詩
人
・
矢
沢
宰
の
詩
の
魅
力
を
谷
川
俊
太
郎
氏
と
八
木
忠
栄
氏
の
二
人

が
語
る
、
と
い
う
催
し
に
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
へ
足
を
運
ん
だ
。

大
崎 

遼 

「
谷
川
俊
太
郎
・
八
木
忠
栄
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
」
は
客
席
が
全
て
埋
ま
り
、
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
来
場
者
は
自
分
の
父
母
ぐ
ら
い
の
５０
～
６０
代
の
人
を

谷
川
俊
太
郎
・
八
木
忠
栄

パ
ネ
ル
ト
ー
ク

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

 

き
ら
き
ら
し
た
瞳
に
会
え
て 

ア
ト
ム
の
子
供 谷

川
俊
太
郎
・
八
木
忠
栄

パ
ネ
ル
ト
ー
ク

～
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～
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☆映
 

 

 

書庫開放

日 時 

図書館

その場

映画鑑賞

日 時 

 

 

いずれも

入場無料

主催 見

し
ょ
う
‼ 

役
立
つ
本
が
満
載
で
す
。 

ト
ノ
ベ
ル
ま
で
気
に
な
る
本
が

勢
ぞ
ろ
い
。 

☆
放 

７月２７

いずれも

館２階にあ

場（2 階）で

賞会 

７月２７
森村誠一の

員が、運命

８月２４
五味川純平

日中戦争勃

９月２８
昭和の文豪

を映し、母

も、①午前

料。事前申

見附シネマ

 

夏
休
み
に
は
、
じ
っ
く
り
観
察
や

研
究
、
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う

 

「
見
附
の
子
ど
も
の
本 

中
学
生

向
け
リ
ス
ト
１
０
０
」
か
ら
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
ま
で
気
に
な
る
本
が

☆☆ イ

７日（日）

も午前９時

る書庫の文

で貸出も行

７日（日）
のベストセラ

命に操られる

４日（日）
平の大河小説

勃発までの動

８日（日）
豪・井上靖の

母の強い愛を

9 時３０分

申込も不要で

マ倶楽部 見

   
 

ンフォ

） ８月２

時３０分～

文学書（一般

行いますので

）上映作品
ラーを、高倉

るように巨大

）上映作品
説「戦争と人

動乱期を生き

）上映作品
の自伝的小説

を描いていく

分②午後１

です。ぜひ

見附市図書

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ォメーシ

２４日（日

～午後４

般）２９,４

で、ご利用

品 「野生
倉健と薬師丸

大な陰謀に巻

品 「戦争
人間」の映画

きた様々な愛

品 「わが
説を映画化。

。出演役所

時３０分か

ひ、お越し

書館 

   
 

ション

日） ９月

時 

４００冊を

用ください

生の証明」
ひろ子主演で

き込まれてい

争と人間
化第２部。昭

を描く。出演

が母の記」
老いた母親と

広司、樹木希

からの２回

ください。

   

  

 ☆☆☆

月２８日（

を一般開放し

。 

」 
で映画化。記

いく。 

（第２部）
昭和 7 年の

演芦田伸介、

」 
との断絶を埋

希林ほか。 

回上映で、会

 

 

自
由
研
究
・
工
作
コ
ー
ナ
ー 

中
学
生
向
け
コ
ー
ナ
ー 

☆ 

（日）  

します。 

記憶喪失の少

）」 
上海事変か

、北大路欣也

埋めようとす

会場は２階視

夏
休
み
は
図
書
館
へ

少女と元自衛

ら昭和１２年

也ほか。 

する小説家の

視聴覚室で

新
刊
ど
っ
さ
り
‼ 

夏
休
み
は

書
館
へ

衛隊 

年の 

の姿 

です。 



 

 
 

  

 

☆
 

会

内
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会

内
 

 

☆と
 

会

内
 

 

主

 
 

☆
 

会

定

 

グ

き

 

 

 

 

 

 

 

いずれ

☆夏休み

日 時 8

会 場 ２

内 容 絵

「おはなしの

『すいかのた
     
主催 おは

☆夏休み

日 時 ８

会 場 ２

内 容 ス

「おむすびの

『コヨーテと

主催 おむ

 

とんこと

日 時 ８

会 場 ２

内 容 絵

「とんことり

『お化けの真

主催 はじま

☆手づく

日 時 ①

会 場 2

定 員 各

申 込 7

グループに分

きるようお手

 

＊

 

＊

れも申込は不

みおはなし

8 月７日（

２階 視聴

絵本の読み

の旅」のみな

たね』などの
     

はなしの旅 

みおはなし

８月１９日

２階 視聴

ストーリー

の会」のみな

とせみ』な

むすびの会 

とり読み

８月２０日

２階 視聴

絵本の読み

り」のみな

真夏日』な

まりはじま

くりラン

①７月２９

2 階 ワー

各回とも 5

7 月２７日

分かれ、担当

手伝いしてい

図書館休館
７月２８日

８月４日（

９月１日（

学習コーナ
７月２７日

不要です。大

しの旅 

木）午前１

覚室 

聞かせ  

なさんが『

の絵本を読

見附市図

し会 

（火）午前

覚室  

テリング

なさんが『

どのおはな

見附市図

聞かせス

（水）午前

覚室  

聞かせ 

さんが『キ

どの絵本を

り 見附市

ド ボラ

日（火）②

クルーム 

名程度（中

（日）まで

当の小学生

いただきま

館日 (毎週月

日（月） 

（月）８日（

（月）８日（

ナーの臨時
日（日） ８

大人から子ど

１０時から

りきしのほ

みます。 

書館 

前１０時か

（素ばなし

からかさ屋

しを語りま

書館 

スペシャ

前１０時か

ャラメルの

読みます。

図書館 

ランティ

②7 月３０

 

中学生以上

でに電話（

(６名)が紙を

す。 

月曜日・第２

金）１１日

月）１２日

時休館(書庫開

月２４日（日

 

どもまでぜひ

 

ほし』 

から 

し） 

屋と雷さま』

ます。 

ャル 

から 

の木』 

 

ア大募集

日（水）

上どなたでも

６２－３７

を切ったり貼

２金曜日) 

（月）１８日

（金）２２日

開放のため、

日） ９月２

ひどうぞ。

 

集！ 

各回とも

も） 

７５９）ま

貼ったりし

日（月）２５

日（月）２９

学習コーナ

２８日（日）

も午後 1 時～

またはカウン

て作品（ね

日（月） 

日（月） 

ーは利用でき

『りきしのほし』

加藤 休ミ／著 

『すいかのたね』

さとう わきこ／

『キャラメルの木

上条 さなえ／作

『お化けの真夏日

川端 誠／作 ＢＬ

～３時３０

ンターまで

ねこざかな）

きません) 

』 

 イースト・プレス 

』 

／さく・え 福音館書

木』 

作，小泉 るみ子／絵

日』 

Ｌ出版 

０分 

で 

を完成で

書店 
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